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特別無料レポート�

自動売買自動売買自動売買自動売買システムシステムシステムシステムをををを作作作作ってみようってみようってみようってみよう！！！！    
そのそのそのその６６６６    

遊んでいても、仕事していても、寝ていても、パソコンが自動
で売買を行ってくれる夢のシステム、自動売買システム。そん
な自動売買システムを自分で作ってしまおうという無料レポ
ートの第６弾です。 

 
 
 
 
 
 
 

IBI-Square Stocks イビグチ 著 
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■■■■はじめにはじめにはじめにはじめに・・・・・・・・・・・・    

 
----- この無料レポートの趣旨 ----- 

こんにちは、IBI-Square Stocks のイビグチといいます。このたびは拙著「自
動売買システムを作って見よう！その６」ダウンロードありがとうございます。 

このレポートは、データの読み込み、売買の判断（株の場合銘柄の選択も）、
実際の注文、利益確定や手仕舞いの判断、実際の手仕舞い注文まで、すべて自
動で行ってくれる自動売買システムをどのように構築していくか、私の経験を
元に、そのために必要なもの、必要な知識を解説する特別無料レポートです。 

 
 
 
 
 

■■■■自動売買自動売買自動売買自動売買システムシステムシステムシステムとはとはとはとは？？？？    

 
現在、自動売買システムというと、二つの意味合いがあるかと思います。 
ひとつは、逆指値や IFD 注文を用いて、仕掛けと同時に手仕舞いを想定した

注文も行い、自分で描いたシナリオに則って売買を行う方法を指したものです。
この方法は、手仕舞いの部分を自動で行うために自動売買と呼ばれるのでしょ
うが、実際の売買の判断や、仕掛け、注文を手作業で行わなくてはならず、完
全な自動売買とはいえません。誤解なさらないでほしいのは、先述の通り手仕
舞いの部分に関しては自動ですので、このような方法を自動売買と呼称するの
はわかりますし、この方法を批判しているわけではありません。 

 
もうひとつは、このレポートで解説する自動売買です。こちらは、売買の判

断、実際の注文、利益確定や損切りの判断、それに伴う実際の手仕舞いなど、
すべて自動で行うシステムで、その間人間の判断、手作業でのパソコンの操作
等を必要としないシステムです。 

言い換えれば、そのシステムを起動させていれば、あなたが何かをしなくて
もあなたに代わってパソコンが売買を行ってくれるというものです。 

 
このレポートでは後者について、そのシステムの構築に必要な知識やツール

の解説を行っていきます。 
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■ 前回前回前回前回までまでまでまでのおさらいのおさらいのおさらいのおさらい    

 
拙著「自動売買システムを作ってみよう！」では、銘柄の選択が必要なく比

較的製作が簡単な FX の自動売買システムを構築する上で必要なモノ（データ、
ツールなど）とそれらの処理を、その２では実際にデータを読み込み、その３
では移動平均線の描画を、その４で移動平均線のクロスでの売買判断、その５
では実際に注文を行わせる UWSC のファイルを作成しました。 

 
未読の方は↓  
「自動売買システムを作って見よう！」 
http://mailzou.com/get.php?R=4602&M=1142 
「自動売買システムを作って見よう！その２」 
http://mailzou.com/get.php?R=16188&M=1142 
「自動売買システムを作って見よう！その３」 
http://mailzou.com/get.php?R=18246&M=1142 
「自動売買システムを作って見よう！その４」 
http://mailzou.com/get.php?R=19495&M=1142 
「自動売買システムを作って見よう！その５」 
http://mailzou.com/get.php?R=23873&M=1142 
 
 

 
ここで簡単におさらいしてみると、自動売買システムの構築に必要なモノと

いうのは大きく分けて下記の 4 つになります。 
 
A)� 為替のデータ（その提供元） 
B)� 売買エンジン 
C)� FX 取引会社の提供する売買ツール 
D)� 売買エンジンで判断した売買サインを実際に注文するためのツール 
 
ここでいう売買エンジンとは、売買の判断を行うための条件、売買法のひと

まとまりのことだとお考えください。 
 
次に、上記の 4 つを元に各処理を行い、自動売買を行う手順としては、①為

替データの読み込み、②データの書き込み、③テクニカル指標の計算・書き込
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み、④売買の判断、⑤売買の判断によって売買サインが出た場合は注文実行、
と言う 5 つ処理になります。 

 
その２では上記の処理のうち、①と②について解説をし、具体的なコードを

交えて実際に５分足のデータを読み込み、４本値として書き出すプログラムを
エクセルを用いて作成する手順を掲載しました。 

そして、その３にて③の処理、テクニカル指標の計算・書込みについてが完
了しています。その４で上記④の売買判断部分が完成しており、その５では⑤
の「売買の判断によって売買サインが出た場合は注文を実行する」の準備とし
て、注文を行うためのファイル作成を行なっています。 

 
今回は、⑤の注文部分です。 
その５で作成した注文用のキーボードマクロファイルとこれまでに作成して

いるデータ読み込み、書き込み、判断ファイルとの接続を行います。 
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■ 構築構築構築構築のののの準備準備準備準備    

 
拙著「自動売買システムを作って見よう！その４」までで作成した 5 分足の

読込み書き込み、及び、移動平均線の計算値の描画を行うファイルの続きから
解説していきますので、そのファイルをご用意ください。 

 
今回はそのファイルと、その５で作成した注文用のキーボードマクロファイ

ルとの接続を行いますので、その５で作成の UWSC ファイルをご用意ください。 
 
その４まででは下の画像のようなファイルを作成し、時刻の設定を行ったあ

と、ボタンをクリックすると自動で 5 分足の 4 本値を書き込み、移動平均線の
計算、クロスでの売買サインの書き込み、保有状態の書き込みを行なうファイ
ルを作成しています。 
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■ 自動売買自動売買自動売買自動売買システムシステムシステムシステムをををを作作作作ってみようってみようってみようってみよう！！！！    

 
早速、これまでのレポートで作成したファイルを開き、売買サインが発生し

た場合にここで作成したキーボードマクロを実行し、注文を行えるよう接続を
していきます。 

 
 
 
では、これまでに作成したファイルを開きます。 
「その４」までで下記の状態まで作成できているかと思います。 

 
 

今回は接続を行いますので、シート自体に特に追加する記述はありません。 
早速、Visual Basic の画面を開いてください。 
売買サインが発生した際に、UWSC への接続を行いますので、追加する記述は

前回のレポートで作成した判断部分のモジュールになります。 
前回におレポートで作成した判断部分のモジュールは「Sub Handan()」とい

う名前になっているかと思いますので、そのモジュールを開きます。 



＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿�

� ������������� �������	
����
������	
����
������	
����
������	
����
�� 無料無料無料無料レポートレポートレポートレポート『『『『自動売買自動売買自動売買自動売買システムシステムシステムシステムをををを作作作作ってみようってみようってみようってみよう！！！！そのそのそのその６６６６』』』』����
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣�

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿����
�����+��+��+��+���������

※──※����     ����	�������������	�������������	�������������	���������� �������������������� �������	
����
��� � �����������
�
	�
�������	
����
��� � �����������
�
	�
�������	
����
��� � �����������
�
	�
�������	
����
��� � �����������
�
	�
���     ※──※����

 
今回追加する処理は、売買サインが発生した際に UWSC と接続し、UWSC によっ

て取引システムへの注文を実行するという内容ですが、前回作成した判断部分
には、クロスの発生を監視し、発生した際には買いサイン、売りサイン、保有
状態を書き込むものでした。 

この書き込むための条件分岐式を利用して、買いサインが発生したこと、売
りサインが発生したことを保持させ、その保持させた内容を基に UWSC への接続
を行います。 
 

前回作成の判断部分は、下記条件分岐式によって行なわれていますので、ま
ずは、そちらにフラッグ（サインの発生の有無を保持するための変数）を立て
ます。 

 
上記式の上半分が買いサイン、した半分が売りサインですので、ここに買い

サイン用のフラッグ、変数「flg_b」を設置し、買いサインが発生した場合は、
この flg_b が 1 になるように設定します。 

 
同様に、売りサイン発生の場合には、変数「flg_s」が 1 になるよう、フラッ
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グを立てます。 

 

これで、flg_b が１の時には、買いのキーボードマクロを、flg_s が１の時に
は売りのキーボードマクロを実行するように設定すれば良いのですが、その前
に、現状のままでは 5 分足の更新中、クロスが発生すると、同じ足の更新を行
なっている限り、毎回「買いサイン発生」のフラッグが立つことになります。 

これは、特にその回避処理を行なっていないためのもので、現在のファイル
を更新させ、足の更新途中で売買サインが発生した場合に、買値、売値も変わ
っていくことでお分かりいただけると思います。 

 
そこで、まずは一度売買サインが発生したら、その後は次の行に移るまでは

そのクロスを無視するという処理が必要になります。 
 
現在、サインの発生と同時に買値、売値を書き込むようになっていますので、

その欄が白紙であれば、同一足内でサインが発生していないことになりますの
で、そのように設定します。 

買値、売値が書き込まれるのは、9 列目、10 列目ですので、それぞれのクロ
スの判断の部分に、9 列目が白紙なら、10 列目が白紙ならという条件分岐式を
追加します。 

条件分岐式はそれぞれ、 
 
If Cells(gyou, 9) = "" then 
 
If Cells(gyou, 10) = "" then 
 
となりますので、これらを買いの判断直前、売りの判断直前に追加します。 



＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿�

� ������������� �������	
����
������	
����
������	
����
������	
����
�� 無料無料無料無料レポートレポートレポートレポート『『『『自動売買自動売買自動売買自動売買システムシステムシステムシステムをををを作作作作ってみようってみようってみようってみよう！！！！そのそのそのその６６６６』』』』����
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣�

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿����
�����0��0��0��0���������

※──※����     ����	�������������	�������������	�������������	���������� �������������������� �������	
����
��� � �����������
�
	�
�������	
����
��� � �����������
�
	�
�������	
����
��� � �����������
�
	�
�������	
����
��� � �����������
�
	�
���     ※──※����

 
追加した条件に対応する End If もお忘れなく。 
 
 
これで、現在更新中の足での買いサインの発生、売りサインの発生を一度ず

つに設定できます。 
 
では、早速実際に注文を行う部分を作成するのですが、この注文部分は売買

サインが発生した際に実行すれば良いので、売買判断部分に、売買サインが発
生したら注文部分を実行という処理を追加します。 

 
処理としては、条件分岐式による「売買サイン発生時に『注文処理』という

モジュールの実行」を行なえば良いので、先ほど立てたフラッグのいずれかが 1
の場合に注文処理を実行するように追加します。 

 
条件分岐式は flg_b = 1 か、flg_s = 1 の場合ですので、OR を使用して追

加します。 
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この条件分岐式の中に UWSC への接続を追加するのですが、現在作成中のプロ

グラムは単純ドテン売買を行うものですので、実際には、売買の最初を除いて、
常にポジションを保有していることになります。 

そのため、買いサインが発生して、flg_b が 1 になった場合には、その時点ま
で売りポジションを持っているため、まずはそのポジションを決済し、買い仕
掛けを行なうという作業が必要になります。 

 
 
そこで、サインが発生した際に、現在保有中のポジション（発生したサイン

で仕掛けるポジションではなく、それまで保有しているポジション）を決済し
たあと、新規のポジションを仕掛けることになりますが、ドテン売買ですので、
通常はこれから仕掛けようとするポジションの反対方向のポジションを持って
いることになります。 

 
その５内にて、UWSC でキーボードマクロの作成を行なったときにも掲載して

いますが、FXCM は両建てが出来ないため、買い保有中に売り仕掛けのサイン（デ
ッドクロス）が発生した場合は、売り仕掛けを 2 回行い、1 度目の売りしかけ処
理で買いポジションの決済、2 回目の売り仕掛けで売りポジションの作成を行な
えば良いことになります。 

 
 



＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿�

� ������������� �������	
����
������	
����
������	
����
������	
����
�� 無料無料無料無料レポートレポートレポートレポート『『『『自動売買自動売買自動売買自動売買システムシステムシステムシステムをををを作作作作ってみようってみようってみようってみよう！！！！そのそのそのその６６６６』』』』����
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣�

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿����
��������������������� �������

※──※����     ����	�������������	�������������	�������������	���������� �������������������� �������	
����
��� � �����������
�
	�
�������	
����
��� � �����������
�
	�
�������	
����
��� � �����������
�
	�
�������	
����
��� � �����������
�
	�
���     ※──※����

そのため、先ほど追加した条件分岐式の中に更に条件分岐式を挿入し、ポジ
ションの保有がある場合は、先に手仕舞いを行う様にします。 

ポジションを保有しているかどうかは直前の足の「保有」の列を参照すれば
ポジションの有無、どちらの方向に持っているかなどがわかりますので、その
行を参照します。 

そして、買のポジションを保有している場合は、まず売の実行にてこれまで
保有しているポジションを解消し、売のポジションを保有している場合は、買
の実行にて、保有しているポジションを解消します。 

直前の足の「保有」列が 1 ならば買いのポジションを持っているということ
ですので、Cells(gyou – 1, 11) = 1 なら、買いポジションを保有していると
いうことになります。 

同様に、Cells(gyou – 1, 11) = -1 なら、売りポジションを保有している
ことになりますので、それら条件分岐を先ほど追加した「売買サインが発生し
たら」という条件分岐式の中に書き込みます。 

 

それぞれのこれまで保有していたポジションによって、まずはそのポジショ
ンの決済を行なわなくてはなりませんので、UWSC に接続します。 

 
UWSC（キーボードマクロ）への接続は、Shell 関数を使用し、指定のプログラ

ムで指定のファイルを実行するように記述します。 
 
そのために必要になってくるのが、UWSC 本体と最初に作成したキーボードマ

クロファイルの保存されている場所ですが、Shell では日本語の文字列を扱えま
せん。その５で作成したファイルがデスクトップ等にある場合は、ファイルの
場所に日本語を含んでしまうため、それらをフォルダごとローカルディスク
(C:)の中に移してしまいます。 
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（その 5 で作成したファイルをローカルディスク C:の中に保存。その５で UWSC
本体と作成したファイルを同じフォルダに保存されているかと思います。） 
 

移動させたら、その５で作成したファイルが保存されているフォルダ（上記
図内では「UWSC」というフォルダ）を開き、その上部に記載されている「アド
レス」部分か、ファイル上で右クリックし、プロパティを開いて「場所」の内
容を確認します。 

 
（フォルダを開いて確認） 
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（プロパティを開いて確認） 

 
画像の内容では、「C:\ UWSC」となっていますが、これは、ローカルディスク

C:の中の「UWSC」というフォルダの中を指します。ここに UWSC 本体とその５で
作成したファイルがある状態です。 

 
 
では作成中のエクセルファイルに戻り、Shell 関数を使用して売買サインが発

生した際に UWSC が起動し注文を行う様接続していきます。 
 
Shell 関数は、指定のプログラムで指定のファイルを実行する関数と考えてい

ただいて問題ありません。 
内容は、「Shell(指定プログラム + 半角スペース + 指定ファイル)」となり

ますが、指定プログラムも指定ファイルも PC のどこにあるかから記述しなくて
はなりません。 

 
そのために、前述の保存されている場所が必要となってきます。 
 
ここでは、「C:\UWSC」に UWSC 本体とその５で作成したファイルがあると仮定

して話を進めます。 
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まず、指定プログラムは UWSC 本体のことですので、「UWSC.exe」が名前とな
りますが、PC のどこにあるかから記述しなくてはなりませんので、指定のプロ
グラムは、「C:\UWSC\UWSC.exe」となります。 

ファイルは、売買サインの方向によって買い用の Buy.UWS、売り用の Sale.UWS
のいずれかとなりますので、それによって変わってきます。買いの場合は、フ
ァイル名は Buy.UWS となりますが、これも PC のどこにあるかから記述しなくて
はなりませんので、「C:\UWSC\Buy.UWS」となります。 

 
場所を表す「C:\UWSC」をパス名というのですが、このパス名の最後に「\」（半

角￥マーク）を付加し、その後にファイル名を記述することになります。 
 
このままでは長いので、先に記述している「買いサインが発生した場合」、「売

りサインが発生した場合」という条件分岐式の後に買用のファイル名、売用の
ファイル名を指定します。但し、現在記述している条件分岐式はこれまでのポ
ジションを決済するためのもので、「If Cells(gyou -1, 11) = 1」はこれまで
買いポジションを持っているという事になります。そのため、その条件分岐式
に記述するのは、買い手仕舞い用のファイルですので、売りを行なうファイル
となります。 

 

上記がそれぞれの条件分岐式ですが、これに買い手仕舞いのファイル名（=売
り用）、売手仕舞い用のファイル名（=買い用）をそれぞれ「file_name」という
変数に格納します。 

 
買い手仕舞いの場合は、ファイル名は「Sale.UWS」ですので、filr_name = 

"Sale.UWS"、売り手仕舞いの場合は、filr_name = "Buy.UWS" とします。 
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ファイル名の指定が完了したら、次はプログラム名とパス名と指定を行いま

す。 
プログラム名は「UWSC.exe」で、パス名は「C:\UWSC」ですが、買いの場合も

売りの場合もこの二つは共通ですのです。 
更に、プログラム名は、パス名+プログラム名ですので、「C:\UWSC\UWSC.exe」

と一括で指定できます。（パス名の後に「\」をお忘れなく。） 
 
変数は、pr_name とし、パス名とプログラム名を足し合わせた物を指定します。 
 
pr_name = "C:\UWSC\UWSC.exe" 
パス名は、path_name という変数に、パス名の後に「\」を付加したものを指

定します。 
 
path_name = "C:\UWSC\" 
 
これで Shell 関数を使用する準備が整いました。 
 
まずは、これまで記述している「仕掛けのサインが発生した場合に、これま

でのポジションを手仕舞いする」という条件分岐式にて、Shell 関数を実行し手
仕舞いを行ないます。 

 
前述の通り Shell 関数は、Shell(指定プログラム + 半角スペース + 指定フ

ァイル)で実行されますので、現在指定プログラムは pr_name に、指定ファイル
の場所は path_name、指定ファイル名は filr_name に入っていますので、Shell
関数は、Shell(pr_name & " " & path_name & file_name) で実行されます。 

 
これをエクセルファイルのプロシージャの中に追加し、これまで持っていた

ポジションを手仕舞いすることが出来ます。 
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但し、この状態ですと、ポジションを持っていないときにも手仕舞いを実行

してしまいますので、上記 Shell の実行を、ポジションがある場合にのみ実行
するよう、条件分岐式を設定します。 

ポジションの有無は、直前の行の 11 列（保有列）が０でない場合ですので、
条件分岐式は If Cells(gyou - 1, 11) <> 0 となり、これを追記します。追
記する場所は、Shell の実行のみを抑制すればよいので、その直前に条件分岐式、
直後に対応する End If を追加します。 

 

 
上記にて、これまでもっていたポジションを手仕舞いすることが出来ますの

で、次は仕掛けの注文を行います。 
仕掛けの注文も上記と同様に、Shell 関数によって実行すれば注文が行なわれ

ますのが、売買サインが発生した際に、これまでポジションをもっているかど
うかは関係ありませんので、上図の条件分岐式は必要ありません。 
 

ですので、そのまま条件分岐式の中身にある Shell を追加します。 
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 このとき、すぐに仕掛けの Shell を実行してしまうと、直前の手仕舞いの実
行中の可能性があり、UWSC がダブってしまうことがあります。そのため、それ
を回避する必要があり、手仕舞いの Shell を実行したあと、数秒マクロを停止
する必要が出てきます。 
 その部分を追加するのですが、方法は、 

Application.Wait Now + TimeValue("hh:mm:ss") 
 のメソッドを使用します。 
 
 このメソッドは、マクロの実行を指定時間停止させることが出来ますので、
手仕舞いのマクロが終了する 15 秒ほど、マクロの実行を停止させます。 
 
 
 
 
 挿入先は、手仕舞いのキーボードマクロを実行した直後です。 
 ポジションの有無の条件分岐式がありますが、その外に挿入してしまうと、
手仕舞いするポジションが無い場合も停止してしまうため、その中に入れます。 
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これで、移動平均線のクロスが発生したら、これまでのポジションを決済し、
新たなポジションを仕掛けることが出来ます。 
 
 では、FXCM（その５で作成した注文用ファイルに対応するシステム）にログ
インし、作成しているエクセルファイルの時刻等を設定の上、FX オンラインの
DDE に接続してファイルの更新を開始してみましょう。 
 
 作成中のエクセルファイル起動の際に、外部データの更新を有効にせずに起
動されている方は、エクセルの上部メニュー「ツール」の「オプション」内に
ある、「計算方法」の中にある、「リモート参照を更新する」にチャックを入れ
れば、起動時に外部更新を有効にしたことと同じことになりますので、そちら
で設定されてください。 
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 あとは、ファイルを実行させると自動でデータを読み込み、移動平均線の計
算を行い、クロスが発生するとキーボードマクロが実行され、自動で FXCM やキ
ーボードマクロに対応する注文システムへ注文を行います。 
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 さて、これで一応の自動売買は一通り完成となります。 
この後は、仕掛けの条件や損切り設定、手仕舞い条件など、色々な組合せや、

指標の追加などを考えていきたいと思いますが、一連の「自動売買システムを
作ってみよう」は、一つの区切りに達しましたので、次回これまでのまとめと、
移動平均線以外の指標や売買条件等の一例を挙げてから、上記損切り等組合せ
に入っていきます。 

 
ここでは、読者の皆さんに作成していただく手順を、私の経験を基に解説し

てきました。今回は移動平均線のクロスを使用した売買判断を解説してきまし
たが、ある程度の知識がたまり、次回以降解説予定の注文部分など、基本的な
処理を行えるようになると、他にもいろいろと実装させたい機能が出てくるも
のです。 

 
私が作成した自動売買システムを、最初は基本的なものだけでした。売買法

も移動平均線を使用した簡単なものが一つだけのシステムでしたので、今のシ
ステムから比べると、かなり幼稚なシステムだったと思います。 

 
現在は、その後の幾度ものバージョンアップを経て、それらを元にした新シ

ステムを完成させました。 
ストキャスティクスや MACD、RCI などの各テクニカル指標（現在 15 個のテク

ニカル指標プラス任意計算、ろうそく足の形の判断、時間による売買などの指
標を実装済み）の計算を組み込み、また時間足も 1 分足、5 分足、10 分足など
（時間足は全 12 種）選択できるように改善しています。 

売買エンジンも、追加されたテクニカル指標を元にクロスや数値以上、数値
以下の場合という判断、時間や過去のデータを使用した判断が出来（因みに、
VBA のコードを書くような条件設定はいりません。すべてインターフェイスによ
り視覚的に条件設定を可能です）、それを元にユーザー独自の売買法の構築は勿
論ですが、複数の時間足を売買判断に用いることも可能です。 

 
例えば、30 分足で RCI が 80%以上の時に、5 分足の移動平均線デッドクロスで

売るなどの、通常監視下でしか実現し得なかった売買法の設定が可能です。 
 

 
また、完全自動売買ですので、システムを眺めている時間の方が少なくなる

のが通常です。システムを稼動させたまま外出もしていますが、注文等が発生
した場合には気になります。そのため、注文が発生した場合には携帯にメール
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が送られてきたり、データの提供元との接続が切断された場合には、それを自
動で判断し、自動で再接続を行ったりするようにも改善を加えました。 

まだまだ、付加させたい機能もあり、今後もよりよいシステムになって行く
と思います。 
 現在実装されている機能は、 
 

○ 完全自動売買（UWSC による自動発注） 

○ ユーザー設定による任意の売買条件設定 

○ 各種時間足設定（全 12 種） 

○ 再計算（バックテスト）機能 

○ 損切り監視（全 5 種） 

○ 各種テクニカル指標（12 種 16 パターン） 

○ ユーザー設定による任意計算（最大 12） 

○ ロウソク足の形による売買 

○ 自動復帰（サーバー切断によるレート取得停止時） 

○ 休止時間設定（昼休み等のレート更新を停止） 

○ 最大同時取引数 10 取引 

○ 対応金商品：為替、N225、N225mini、株式（東証、大証、JASDAQ、ヘラクレス） 

 ・・・などなど 

 
 
 
 

さて、前回のレポートからこのレポートにかけて、自動売買システムを構築
する上での知識やツール、実際にどのような処理を行っているかなどコードを
交えて解説してきましたが、中には『そんなまどろっこしいことはせずに、出
来合いの自動売買システムを買えばいいじゃないか！』と思われる方もおられ
ると思います。 

しかし、いざ自動売買システムを買おうとなると、通常、数 10 万円、私が見
た最高額のものは 300 万円というのもありました。おそらく安いものでも 5 万
円～というのが普通ではないでしょうか。 
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そのほかにも利用に月額数千円～というものがありますが、長期にわたり使
用するとなると、その月額利用料もばかになりません。 

確かに、価格と性能は基本的に比例するものだと思います。カスタマイズの
可否や扱える相場、操作性などはやはり高いお金を出せばそれなりのものが手
に入ります。 

しかし、そのような値の張る自動売買システムを買う余力のある方は、そも
そもこのレポートは手にとっておられないのではないかと思います。 

そこで、現在私が構築した自動売買システムを、自動売買システムの相場で
は考えられないほどの安価でお譲りしています。 

まだまだ発展途上のシステムですので、いろいろと使用の条件に縛りがあり
ますが、十分使えるものだと思いますし、今後更なる進化を遂げる予定です。 

 
 
 
 
 
ちなみに、『自動売買システムの相場では考えられないほどの安価』ですので、

とりあえず 1 万円を切る値段設定で販売を開始しました。 
その後、各種機能を付加し、売買エンジンのカスタマイズも可能となり、現

在までに数度の値上げを行っています。現在の最新版では、前頁で一覧にした
機能などが入っており、旧バージョンから比べてもインターフェイスや全体的
な見易さ、操作のしやすさ、且つ細かな設定が出来るようになりました。 

 
 
 
 
正直、この値段でこのシステムは安いとおもいます。 
5 万～が相場の市場で、2 万円ですので･･･。 
 
 
ただし、これを高いと感じるか安いと感じるかは人ぞれぞれですし、最終的

には少しずつ値上げを行っていきますが、それでも 2 万前後にしようと思って
います（それ以上になる可能性もあります）。当然、月額制などではなく、今後
のバージョンアップもすべて無料ですし、何より、購入者の意見や、要望・希
望がシステムに反映されていく体制をとっています。 

もし、ご興味のおありの方がおられましたら、下記リンクに詳細がございま
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すので、ご覧頂ければ幸いです。 
自動売買システム“ＵＧ”→ http://www.ibi-square.jp/fxsys/fxsys1.shtml 
 
どんなシステムかわからないから…と思われているかたに、体験版も用意し

ています。こちらは完全な自動売買まではできませんが、データの読み書き、
売買サインの発生、売買条件の組立て等は、ほとんど製品版と変わらない内容
でご利用いただくことが可能です。（上記新システムの体験版です） 

自動売買システム UG 体験版 
→ 上記リンクの中ほどにあります。 
 
（尚、体験版をダウンロードされる場合は IBI-Square Stocks 発行の無料メ

ルマガに代理登録されます。無料レポートサイトから等レポートをご請求の場
合は、同一メールアドレスにて請求されることにより、重複登録がございませ
ん。別々のアドレスにて請求された場合は両方のアドレスが代理登録されるこ
ととなりますが、あらかじめご了承ください。 

また、無料レポートサイトからのアドレスと体験版請求のアドレスとの登録
にはタイムブランクがございます。無料レポートサイトでのアドレスと体験版
請求時のアドレスが同一のものであっても、登録後メルマガを解除された場合
は、体験版請求時のアドレスが再度登録されることもあります。その場合はお
手数ですが再解除をお願いいたします。） 

 
 

以上で当無料レポートは終わりです。自力で自動売買システムを構築するた
めには、人それぞれの知識や能力にもよりますが、まったくゼロからはじめた
場合でも、不可能ではありません。 

現に、私はまったくのゼロから始めました。多少時間はかかりましたが、実
際に自動売買システムを作り、運用し、成績を残しています。 

是非、皆さんもあきらめず挑戦されてください。 
 
                 銘柄予想配信 IBI-Square Stocks 

                                    http://www.ibi-square.jp/ 
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  ■メルマガ「あっ、この銘柄あがりそう！！」 
   ほぼ日刊の配信を基本に売買シグナルを配信しています。無料版は有料

版の結果のみですが、有料版も 1,500/月で、配信銘柄の殆どは 7 営業日
以内に数%の利益を得ていますので、一度の取引で元は取れる価格にして
います。その他、当日の値上がり率ランキングの掲載など・・・。 

   http://www.ibi-square.jp/merumagay.shtml 


